
ＢＣＰ（事業継続計画） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時、お客さまや従業員の安全を守ることが第一ですが、会社を守るためにＢＣＰ(Business 

Continuity Plan ；事業継続計画)が必要です。 

 

（１） お客さまや従業員の安全を守りたい 

災害時、お客さまや従業員の安全を守ることが第一です。あなたの会社の施設は耐震性がありますか、

津波や洪水のおそれはないですか、火災時の避難経路は確保できていますか。 

 

 

 

 

 

（２） 会社の事業を守りたい 

災害に遭っても、なるべく事業を止めずに、いかに早く事業を復旧するかが重要です。災害時、あなた

の会社の施設がどうなるか想像できますか、事業を復旧する手順が思い浮かびますか。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 顧客等取引先の信用を守りたい 

災害に遭っても、顧客等との取引を維持・回復し売上を確保する。顧客等と日頃どのような話合いをし

ておけばよいでしょうか、いつまでに事業を復旧すれぱ取引は大丈夫でしょうか。 

 

 

○デパートが損壊、あわや大量の死傷者が 

阪神・淡路大震災(1995年)、早朝であったため、お客さまや従業員の死傷は免れた。もし営業時間中

に発生していたら…。 

 

○機械転倒するも、1週間で製造再開 

新潟県中越沖地震(2007年)、取引先から多数の技術者が応援に駆け付け、早期復旧を果たした。 

○工場が冠水、機械が使用不能に 

新潟・福島豪雨(2004年)、工作機械が水に浸かり使用不能に。復旧に約1ヶ月を要した。基礎上げし

ていれば…。 

○スーパー、駐車場で営業 

新潟県中越地震(2004年)、店舗が損傷し駐車場にテントを張って営業。地域住民から喜ばれた。 

ＢＣＰはなぜ必要か 

ＢＣＰ (Business Continuity Plan；事業継続計画) 

企業が自然災害、大火災、テロ攻撃などの緊急事態に遭遇した場合において、事業資

産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能とする

ために、平時に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法、手段などを取り

決めておく計画のことです。 



（４） 従業員の雇用を守りたい 

災害に遭っても従業員を解雇しないことは、経営者にとって大きな使命です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中小企業がＢＣＰを策定すると、災害に強くなるだけでなく、日頃の事業においてもメリットがあ

ります。 

 

（１） 災害に強い企業になる 

ＢＣＰは、従業員の安全を守り、中核事業を守り、顧客の信用を守るためのものです。ＢＣＰの策定によ

って、企業が災害を生き抜く術を手に入れることができます。 

 

（２） 日頃から顧客等取引先の信用が高まる 

ＢＣＰ策定企業は、しっかりした企業と認識され、顧客等取引先からの信用が高まります。大企業の中

には取引先に対してＢＣＰの策定を要請するところもあります。 

 

（３） 従業員や協力会社等との連帯が強まる 

ＢＣＰは、従業員や協力会社等と一緒に取り組むこととなります。企業を守る経営者の姿勢を示すこと

で、従業員の安心感を生み、協力会社等との関係を強化することにつながります。 

 

（４） 優遇金利で融資が受けられる 

ＢＣＰ策定企業が防災対策を進める際の費用について、優遇金利で融資を受けることができます。政府

系中小企業金融機関や一部の民間金融機関で取り扱っています。 

 

（５） 中長期の経営戦略を練る機会になる 

ＢＣＰの策定は、優先すべき中核事業を絞り込んだり、経営資源の弱点を抽出したり、顧客や協力会社

等との関係を再構築することとなり、経営戦略の立案そのものと言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

○地震災害により大量解雇へ 

新潟県中越地震（2004年)、工場の復旧が5ヶ月後となり、売上が大きく減少、従業員や派遣社員等

の約1/3を解雇することに。 

 

ＢＣＰを策定することのメリット 
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